
平成 23 年 12 月 22 日 

各  位 

会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 

代表者名 代表取締役社長 佐々木英輔 

（コード番号 3731 東証マザーズ） 

問合せ先 管理統括部副部長 石原瑞樹 

（ＴＥＬ．022- 722- 0333 ） 

 

 

（訂正）「平成 22 年 10 月期 第１四半期決算短信」の一部訂正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 23 年 12 月 22 日付「訂正有価証券報告書等の提出及び過年度決算短信等の一部訂正に関

するお知らせ」で開示いたしましたとおり、当社における不適切な取引及び訂正の対象となり得る会計処

理が判明したことを受け、決算短信等の訂正を行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、平成 22 年 10 月期 第１四半期報告書に掲載されている訂正後の四半期連結財務諸表につきまし

ては、清和監査法人の監査を受けております。 

訂正箇所が多岐にわたっており正誤表による形式では分かりづらくなることから、訂正後の全文を添付

し訂正箇所には下線を付して表示しております。また、参考として訂正前の全文を添付しております。 

 

記 

訂正を行う決算短信等 

「平成 22年 10 月期 第１四半期決算短信」 

（公表日）平成 22 年 3月 15 日 

以上 

 

 

 

 



 

 

 

   

 

 
  

(百万円未満切捨て) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

平成22年10月期 第１四半期決算短信
平成22年３月15日

上 場 会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 上場取引所  東証マザーズ

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名) 佐々木 英輔
問合せ先責任者 (役職名)取締役管理部長 (氏名) 深野 道照 TEL  022-722-0333

四半期報告書提出予定日 平成22年３月15日

1. 平成22年10月期第１四半期の連結業績（平成21年11月１日～平成22年１月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年10月期第１四半期 2,774 △5.3 130 61.7 52 △6.0 47 26.5

21年10月期第１四半期 2,928 ― 80 ― 56 ― 37 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年10月期第１四半期 868 94 ―
21年10月期第１四半期 878 33 835 48

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年10月期第１四半期 5,325 1,557 28.9 28,042 84

21年10月期 5,288 1,451 27.3 26,981 46

(参考) 自己資本 22年10月期第１四半期 1,541百万円 21年10月期 1,442百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年10月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

22年10月期 ―

22年10月期(予想) 0 00 ― ― ―

3. 平成22年10月期の連結業績予想（平成21年11月１日～平成22年10月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 6,400 0.3 170 9.0 160 △22.3 150 3.4 2,680 44

通期 12,500 5.0 424 7.9 391 2.9 430 0.9 7,355 33
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(4) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
ありると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。 
平成22年10月期の期末配当につきましては、次の事業の柱とすべく新規事業への取組み等を行いつつ、当
期純利益に伴う配当を検討しております。機関決定の際にはすみやかに開示対応を行います。 

  

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

  [新規 ―社 (    )  ]

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、6ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

22年10月期第１四半期 56,146株 21年10月期 54,646株

22年10月期第１四半期 1,185株 21年10月期 1,185株

22年10月期第１四半期 54,309株 21年10月期第１四半期 42,466株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策等により一部で持ち直しの動きが見

られるものの、個人消費については先行き不透明感から依然低調に推移しております。 

 このような状況の中、当社グループの売上高は27億72百万円（前年同期比5.3％減）、営業利益は１億

30百万円（前年同期比61.7％増）、経常利益は52百万円（前年同期比6.0％減）、四半期純利益は47百万

円（前年同期比26.5％増）となっております。 

 なお、当社グループの組織再編の一環として、非連結子会社でありました株式会社ハーツライフサポー

トを当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。 

事業の種類別セグメントにおける業績は、以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 

 
移動体通信事業につきましては、スマートフォン等の一部機種は好調に推移し販売台数は前年より増加

したものの、全体的な個人消費低迷の影響によって平均単価が下落し、売上高は26億09百万円（前年同期

比6.7％減）となりましたが、１台当たり利益の向上に努めた結果、営業利益は１億38百万円（前年同期

比6.4％増）となっております。 

 また、平成22年３月６日付で福島県いわき市にソフトバンクいわき平店を移転リニューアルオープンい

たしました。今後とも計画的に店舗リニューアルを進め、売上・利益の向上に努めてまいります。 

  

② テレマーケティング事業 

 
テレマーケティング事業につきましては、前連結会計年度より行っておりますコスト管理と成長性のバ

ランスを取った事業戦略により収益が改善されております。また、休眠中でありました当社の非連結子会

社である株式会社ハーツライフサポートが新たに保険会社と代理店業務委託契約を締結して営業を開始い

たしましたので、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。これにより、仙台西多賀

コールセンターにおける未稼働設備の効率的な活用が図れるものと見込んでおります。 

 テレマーケティング事業の売上高は１億37百万円（前年同期比38.8％増）、営業利益は24百万円（前年

同期は28百万円の営業損失）となっております。 

  

③ 不動産賃貸事業 

 
不動産賃貸事業につきましては、景気後退の影響もあり、要望に幾分応えざるを得ず、新規テナントの

獲得に努めましたが、売上高は26百万円（前年同期比15.8％減）、営業利益は6百万円（前年同期比

35.7％減）となっております。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成21年10月期
第１四半期

平成22年10月期
第１四半期

前年同期比

売上高 29億28百万円 27億74百万円 △5.3％ 

営業利益 80百万円 １億30百万円 61.7％

経常利益 56百万円 52百万円 △6.0％

四半期純利益 37百万円 47百万円 26.5％

１株当たり四半期純利益 878.33円 868.94円 △1.1％

・ 売 上 高 26億09百万円 （前年同期比6.7％減）

・ 営 業 利 益 １億38百万円 （前年同期比6.4％増）

・ 売 上 高 １億37百万円 （前年同期比38.8％増）

・ 営 業 利 益 24百万円 （前年同期比 ― ）

・ 売 上 高 26百万円 （前年同期比15.8％減）

・ 営 業 利 益 6百万円 （前年同期比35.7％減）
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(1) 資産、負債及び純資産の状況 

   
当第１四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は１億15

百万円増加し19億54百万円、固定資産は79百万円減少し33億70百万円となりました。これは主に売掛金の

増加、及び減価償却費の計上によるものであります。その結果、総資産額は36百万円増加し、53億25百万

円となりました。 

 負債の状況は、流動負債は22百万円増加し26億28百万円、固定負債は92百万円減少し11億39百万円とな

りました。これは主に買掛金の増加、及び借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は69

百万円減少し37億67百万円となりました。 

 純資産の状況は、１億05百万円増加し15億57百万円となりました。これは四半期純利益の計上、及び新

株予約権の行使によるものであります。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

   
当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末と比較して１億18百万円減少し、３億27百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動の結果取得した資金は、４百万円（前年同期は１億26百万円の取得）となりました。これは

主に、繁忙期で売上債権が増加したことによるものであり、前年同期に比べても売上債権が増加してお

ります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動の結果使用した資金は、42百万円（前年同期は１億83百万円の取得）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得によるものであり、前年同期は定期預金２億円の払戻しを行ったことによる

ものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動の結果使用した資金は、前年同期と比べて２億37百万円減少し、88百万円となりました。こ

れは主に借入金の返済によるものであり、前年同期については定期預金の払戻金を元に借入金を返済し

たことによるものであります。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成21年10月期末
(平成21年10月31日)

平成22年10月期
第１四半期末 

(平成22年１月31日)

増減額

資産合計 52億88百万円 53億25百万円 36百万円

負債合計 38億37百万円 37億67百万円 △69百万円

純資産合計 14億51百万円 15億57百万円 １億05百万円

自己資本比率 27.3％ 28.9％ 1.6％

１株当たり純資産 26,981.46円 28,042.84円 1,061.38円

（百万円未満切捨て）

平成21年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成20年11月１日～ 
平成21年１月31日)

平成22年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成21年11月１日～ 
平成22年１月31日)

増減額

営業活動による 
キャッシュ・フロー

１億26百万円 ４百万円 △１億22百万円

投資活動による 
キャッシュ・フロー

１億83百万円 △42百万円 △２億26百万円

財務活動による 
キャッシュ・フロー

△３億25百万円 △88百万円 ２億37百万円

連結範囲の変更に伴
う現金及び現金同等
物の増減額

― ８百万円 ―

現金及び現金同等物
の期末残高

53百万円 ３億27百万円 ―
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平成22年10月期の連結業績予想につきまして、当第１四半期連結累計期間の業績が順調に推移している

ため、第２四半期連結累計期間、通期ともに平成21年12月14日付の決算短信で公表した業績予想を変更し

ておりません。 

  

  
  

該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

(固定資産の減価償却費の算定方法) 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

(法人税等及び繰延税金資産の算定方法) 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 450,146 568,171

売掛金 1,078,628 833,871

商品 182,960 189,515

繰延税金資産 167,127 167,127

その他 84,134 84,070

貸倒引当金 △8,790 △3,870

流動資産合計 1,954,206 1,838,886

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 367,430 378,692

車両運搬具（純額） 2,180 2,369

工具、器具及び備品（純額） 53,381 56,354

土地 623,807 623,807

建設仮勘定 7,918 －

有形固定資産合計 1,054,718 1,061,222

無形固定資産

のれん 1,775,843 1,802,504

その他 95,107 102,936

無形固定資産合計 1,870,950 1,905,440

投資その他の資産

投資有価証券 － 10,000

長期貸付金 17,464 18,514

敷金及び保証金 278,332 273,301

役員及び役員保有会社に対する金銭債権 596,554 565,189

その他 28,278 27,964

貸倒引当金 △475,486 △411,605

投資その他の資産合計 445,143 483,364

固定資産合計 3,370,813 3,450,028

資産合計 5,325,019 5,288,914
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 822,669 678,897

短期借入金 856,000 897,000

1年内返済予定の長期借入金 314,068 312,421

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払金 274,712 313,432

賞与引当金 12,997 25,509

短期解約違約金損失引当金 2,012 1,123

未払法人税等 54,686 52,590

未払消費税等 30,697 53,281

その他 210,592 221,330

流動負債合計 2,628,436 2,605,584

固定負債

社債 200,000 225,000

長期借入金 887,653 957,573

その他 51,855 48,996

固定負債合計 1,139,509 1,231,570

負債合計 3,767,946 3,837,154

純資産の部

株主資本

資本金 1,199,086 1,172,014

資本剰余金 822,760 795,688

利益剰余金 △470,785 △515,448

自己株式 △9,798 △9,798

株主資本合計 1,541,262 1,442,455

新株予約権 3,034 114

少数株主持分 12,776 9,189

純資産合計 1,557,073 1,451,760

負債純資産合計 5,325,019 5,288,914

7



(2) 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
至 平成22年１月31日)

売上高 2,928,934 2,774,365

売上原価 2,463,798 2,254,832

売上総利益 465,135 519,532

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 179,614 186,473

賞与引当金繰入額 11,394 12,473

法定福利及び厚生費 26,092 27,929

地代家賃 54,939 54,178

その他 112,587 108,314

販売費及び一般管理費合計 384,627 389,368

営業利益 80,507 130,164

営業外収益

受取利息 1,371 1,562

出資金運用益 3,946 4,554

コミッション譲渡益 9,523 －

その他 1,209 3,605

営業外収益合計 16,051 9,722

営業外費用

支払利息 16,710 15,552

株式交付費 5,958 －

貸倒引当金繰入額 11,785 63,880

その他 6,050 7,767

営業外費用合計 40,504 87,200

経常利益 56,054 52,685

特別利益

固定資産売却益 208 －

事務所閉鎖費用戻入額 － 5,018

その他 － 28

特別利益合計 208 5,047

特別損失

固定資産除却損 － 22

店舗整理損 7,989 －

貸倒引当金繰入額 1,500 6,231

減損損失 186 －

特別損失合計 9,676 6,253

税金等調整前四半期純利益 46,586 51,479

法人税、住民税及び事業税 3,159 700

少数株主利益 6,127 3,586

四半期純利益 37,299 47,191
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
至 平成22年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 46,586 51,479

減価償却費 31,461 25,662

減損損失 186 －

のれん償却額 26,661 26,661

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,286 72,670

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,766 △12,511

受取利息及び受取配当金 △1,371 △1,562

支払利息 16,710 15,552

固定資産売却損益（△は益） △208 －

固定資産除却損 － 22

店舗整理損 7,989 －

売上債権の増減額（△は増加） 354,666 △244,685

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,585 6,555

仕入債務の増減額（△は減少） △256,479 143,772

預り金の増減額（△は減少） 180,649 －

仮受金の増減額（△は減少） △240,429 －

その他 11,095 △63,934

小計 138,450 19,682

利息及び配当金の受取額 2,069 1,504

利息の支払額 △8,897 △15,784

法人税等の支払額 △5,253 △1,317

法人税等の還付額 7 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,376 4,084

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 －

定期預金の払戻による収入 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 － △1,735

有形固定資産の売却による収入 208 －

無形固定資産の取得による支出 △189 －

敷金及び保証金の差入による支出 △2,888 △10,907

敷金及び保証金の回収による収入 6,939 1,752

役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 － △125,000

役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 － 100,000

役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出

△10,344 △6,364

その他 － △472

投資活動によるキャッシュ・フロー 183,726 △42,727
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年１月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
 至 平成22年１月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 5,000 10,000

短期借入金の返済による支出 △226,000 △51,000

長期借入金の返済による支出 △78,331 △68,272

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

配当金の支払額 △4 －

新株予約権の発行による収入 △2,857 △189

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,720 54,144

その他 － △7,888

財務活動によるキャッシュ・フロー △325,473 △88,207

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,370 △126,849

現金及び現金同等物の期首残高 68,424 445,641

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

－ 8,763

現金及び現金同等物の四半期末残高 53,053 327,555
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

移動体 
通信事業 
(千円)

テレマーケテ
ィング事業 
(千円)

不動産
賃貸事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,797,994 99,364 31,574 2,928,934 ― 2,928,934

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,797,994 99,364 31,917 2,929,277 (342) 2,928,934

営業利益又は営業損失(△) 130,563 △28,493 9,802 111,872 (31,364) 80,507

移動体 
通信事業 
(千円)

テレマーケテ
ィング事業 
(千円)

不動産
賃貸事業 
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,609,834 137,948 26,582 2,774,365 ― 2,774,365

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,609,834 137,948 26,924 2,774,707 (342) 2,774,365

営業利益 138,965 24,908 6,308 170,182 (40,018) 130,164
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前第１四半期連結累計期間(自 平成20月11月１日 至 平成21年１月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21月11月１日 至 平成22年１月31日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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平成22年10月期 第1四半期決算短信 

平成22年3月15日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東 
コード番号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 佐々木 英輔
問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理部長 （氏名） 深野 道照 TEL 022-722-0333
四半期報告書提出予定日 平成22年3月15日
配当支払開始予定日 ―

1.  平成22年10月期第1四半期の連結業績（平成21年11月1日～平成22年1月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年10月期第1四半期 2,774 △5.3 130 63.3 117 73.4 111 128.9
21年10月期第1四半期 2,928 ― 79 ― 67 ― 48 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年10月期第1四半期 2,058.61 ―
21年10月期第1四半期 1,150.17 1,094.05

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年10月期第1四半期 5,570 1,818 32.4 32,827.30
21年10月期 5,475 1,648 30.0 30,691.64

（参考） 自己資本   22年10月期第1四半期  1,804百万円 21年10月期  1,640百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年10月期 ―
22年10月期 

（予想）
0.00 ― ― ―

3.  平成22年10月期の連結業績予想（平成21年11月1日～平成22年10月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

6,400 0.3 170 9.0 160 △22.3 150 3.4 2,680.44

通期 12,500 5.0 424 7.9 391 2.9 430 0.9 7,355.33
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご参照ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
平成22年10月期の期末配当につきましては、次の事業の柱とすべく新規事業への取組み等を行いつつ、当期純利益に伴う配当を検討しております。機関
決定の際には速やかに開示対応を行います。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年10月期第1四半期 56,146株 21年10月期  54,646株
② 期末自己株式数 22年10月期第1四半期  1,185株 21年10月期  1,185株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年10月期第1四半期 54,309株 21年10月期第1四半期 42,466株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策等により一部で持ち直しの動きが見

られるものの、個人消費については先行き不透明感から依然低調に推移しております。 

 このような状況の中、当社グループの売上高は27億74百万円（前年同期比5.3％減）、営業利益は１億

30百万円（前年同期比63.3％増）、経常利益は１億17百万円（前年同期比73.4％増）、四半期純利益は１

億11百万円（前年同期比128.9％増）となっております。 

 なお、当社グループの組織再編の一環として、非連結子会社でありました株式会社ハーツライフサポー

トを当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。 

事業の種類別セグメントにおける業績は、以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 

 
移動体通信事業につきましては、スマートフォン等の一部機種は好調に推移し販売台数は前年より増加

したものの、全体的な個人消費低迷の影響によって平均単価が下落し、売上高は26億09百万円（前年同期

比6.7％減）となりましたが、１台当たり利益の向上に努めた結果、営業利益は１億38百万円（前年同期

比6.3％増）となっております。 

 また、平成22年３月６日付で福島県いわき市にソフトバンクいわき平店を移転リニューアルオープンい

たしました。今後とも計画的に店舗リニューアルを進め、売上・利益の向上に努めてまいります。 

  

② テレマーケティング事業 

 
テレマーケティング事業につきましては、前連結会計年度より行っておりますコスト管理と成長性のバ

ランスを取った事業戦略により収益が改善されております。また、休眠中でありました当社の非連結子会

社である株式会社ハーツライフサポートが新たに保険会社と代理店業務委託契約を締結して営業を開始い

たしましたので、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。これにより、仙台西多賀

コールセンターにおける未稼働設備の効率的な活用が図れるものと見込んでおります。 

 テレマーケティング事業の売上高は１億37百万円（前年同期比38.8％増）、営業利益は24百万円（前年

同期は28百万円の営業損失）となっております。 

  

③ 不動産賃貸事業 

 
不動産賃貸事業につきましては、景気後退の影響もあり、要望に幾分応えざるを得ず、新規テナントの

獲得に努めましたが、売上高は26百万円（前年同期比15.8％減）、営業利益は５百万円（前年同期比

37.4％減）となっております。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成21年10月期
第１四半期

平成22年10月期
第１四半期

前年同期比

売上高 29億28百万円 27億74百万円 △5.3％ 

営業利益 79百万円 １億30百万円 63.3％

経常利益 67百万円 １億17百万円 73.4％

四半期純利益 48百万円 １億11百万円 128.9％

１株当たり四半期純利益 1,150.17円 2,058.61円 79.0％

・ 売 上 高 26億09百万円 （前年同期比6.7％減）

・ 営 業 利 益 １億38百万円 （前年同期比6.3％増）

・ 売 上 高 １億37百万円 （前年同期比38.8％増）

・ 営 業 利 益 24百万円 （前年同期比 ― ）

・ 売 上 高 26百万円 （前年同期比15.8％減）

・ 営 業 利 益 ５百万円 （前年同期比37.4％減）

(株)京王ズホールディングス(3731)　平成22年10月期 第１四半期決算短信
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(1) 資産、負債及び純資産の状況 

   
当第１四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は１億27

百万円増加し21億40百万円、固定資産は32百万円減少し34億30百万円となりました。これは主に売掛金の

増加、及び減価償却費の計上によるものであります。その結果、総資産額は95百万円増加し、55億70百万

円となりました。 

 負債の状況は、流動負債は17百万円増加し26億12百万円、固定負債は92百万円減少し11億39百万円とな

りました。これは主に買掛金の増加、及び借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は74

百万円減少し37億52百万円となりました。 

 純資産の状況は、１億69百万円増加し18億18百万円となりました。これは四半期純利益の計上、及び新

株予約権の行使によるものであります。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

   
当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末と比較して１億18百万円減少し、３億27百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動の結果使用した資金は、11百万円（前年同期は92百万円の取得）となりました。これは主

に、繁忙期で売上債権が増加したことによるものであり、前年同期に比べても売上債権が増加しており

ます。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動の結果使用した資金は、27百万円（前年同期は２億17百万円の取得）となりました。これは

主に、有形固定資産の取得によるものであり、前年同期は定期預金２億円の払戻しを行ったことによる

ものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動の結果使用した資金は、前年同期と比べて２億37百万円減少し、88百万円となりました。こ

れは主に借入金の返済によるものであり、前年同期については定期預金の払戻金を元に借入金を返済し

たことによるものであります。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成21年10月期末
(平成21年10月31日)

平成22年10月期
第１四半期末 

(平成22年１月31日)

増減額

資産合計 54億75百万円 55億70百万円 95百万円

負債合計 38億27百万円 37億52百万円 △74百万円

純資産合計 16億48百万円 18億18百万円 １億69百万円

自己資本比率 30.0％ 32.4％ 2.4％

１株当たり純資産 30,691.64円 32,827.30円 2,135.66円

（百万円未満切捨て）

平成21年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成20年11月１日～ 
平成21年１月31日)

平成22年10月期
第１四半期連結会計期間 
(平成21年11月１日～ 
平成22年１月31日)

増減額

営業活動による 
キャッシュ・フロー

92百万円 △11百万円 △１億04百万円

投資活動による 
キャッシュ・フロー

２億17百万円 △27百万円 △２億44百万円

財務活動による 
キャッシュ・フロー

△３億25百万円 △88百万円 ２億37百万円

連結範囲の変更に伴
う現金及び現金同等
物の増減額

― ８百万円 ―

現金及び現金同等物
の期末残高

53百万円 ３億27百万円 ―
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平成22年10月期の連結業績予想につきまして、当第１四半期連結累計期間の業績が順調に推移している

ため、第２四半期連結累計期間、通期ともに平成21年12月14日付の決算短信で公表した業績予想を変更し

ておりません。 

  

  
  

該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

(固定資産の減価償却費の算定方法) 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

(法人税等及び繰延税金資産の算定方法) 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 450,146 568,171

売掛金 1,079,266 834,581

商品 182,960 189,515

繰延税金資産 167,127 167,127

貸倒引当金 △8,790 －

その他 269,560 253,457

流動資産合計 2,140,270 2,012,853

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 382,325 394,800

車両運搬具（純額） 2,180 2,369

工具、器具及び備品（純額） 54,846 57,967

土地 623,807 623,807

建設仮勘定 32,918 －

有形固定資産合計 1,096,077 1,078,944

無形固定資産   

のれん 1,775,843 1,802,504

その他 95,107 102,936

無形固定資産合計 1,870,950 1,905,440

投資その他の資産   

投資有価証券 － 10,000

長期貸付金 163,277 173,589

敷金及び保証金 278,332 273,301

その他 28,278 27,964

貸倒引当金 △6,836 △6,836

投資その他の資産合計 463,051 478,019

固定資産合計 3,430,080 3,462,405

資産合計 5,570,351 5,475,258
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 822,669 678,897

短期借入金 856,000 897,000

1年内返済予定の長期借入金 314,068 312,421

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払金 274,712 313,432

賞与引当金 12,997 25,509

短期解約違約金損失引当金 2,012 1,123

未払法人税等 48,212 47,809

未払消費税等 21,495 44,079

その他 210,592 225,200

流動負債合計 2,612,759 2,595,471

固定負債   

社債 200,000 225,000

長期借入金 887,653 957,573

その他 51,855 48,996

固定負債合計 1,139,509 1,231,570

負債合計 3,752,269 3,827,041

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,199,086 1,172,014

資本剰余金 822,760 795,688

利益剰余金 △207,826 △317,098

自己株式 △9,798 △9,798

株主資本合計 1,804,221 1,640,805

新株予約権 3,034 114

少数株主持分 10,825 7,296

純資産合計 1,818,081 1,648,216

負債純資産合計 5,570,351 5,475,258
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年１月31日) 

売上高 2,928,934 2,774,365

売上原価 2,465,452 2,256,037

売上総利益 463,482 518,327

販売費及び一般管理費   

役員報酬及び給料手当 179,614 186,473

賞与引当金繰入額 11,394 12,473

法定福利及び厚生費 26,092 27,929

地代家賃 54,939 54,178

その他 111,511 106,779

販売費及び一般管理費合計 383,552 387,832

営業利益 79,930 130,494

営業外収益   

受取利息 1,711 1,902

出資金運用益 3,946 4,554

コミッション譲渡益 9,523 －

その他 1,209 3,605

営業外収益合計 16,391 10,062

営業外費用   

支払利息 15,676 15,552

株式交付費 5,958 －

その他 7,084 7,767

営業外費用合計 28,719 23,319

経常利益 67,602 117,237

特別利益   

固定資産売却益 208 －

事務所閉鎖費用戻入額 － 5,018

その他 － 28

特別利益合計 208 5,047

特別損失   

固定資産除却損 － 22

店舗整理損 7,989 －

貸倒引当金繰入額 1,500 6,231

減損損失 186 －

特別損失合計 9,676 6,253

税金等調整前四半期純利益 58,134 116,030

法人税、住民税及び事業税 3,159 700

少数株主利益 6,132 3,528

四半期純利益 48,842 111,800
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 58,134 116,030

減価償却費 33,339 27,026

減損損失 186 －

のれん償却額 26,661 26,661

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,500 8,790

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,766 △12,511

短期解約違約金損失引当金の増減額（△は減少） △2,561 889

受取利息及び受取配当金 △1,711 △1,902

支払利息 16,710 15,552

固定資産売却損益（△は益） △208 －

固定資産除却損 － 22

店舗整理損 7,989 －

売上債権の増減額（△は増加） 354,666 △244,685

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,585 6,555

仕入債務の増減額（△は減少） △256,479 143,772

預り金の増減額（△は減少） 180,649 －

仮受金の増減額（△は減少） △240,429 －

その他 △21,301 △82,143

小計 104,793 4,055

利息及び配当金の受取額 2,069 1,504

利息の支払額 △8,897 △15,784

法人税等の支払額 △5,253 △1,317

法人税等の還付額 7 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 92,719 △11,542

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10,000 －

定期預金の払戻による収入 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 － △26,735

有形固定資産の売却による収入 208 －

無形固定資産の取得による支出 △189 －

敷金及び保証金の差入による支出 △2,888 △10,907

敷金及び保証金の回収による収入 6,939 1,752

貸付金の回収による収入 23,312 9,262

その他 － △472

投資活動によるキャッシュ・フロー 217,383 △27,100

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 5,000 10,000

短期借入金の返済による支出 △226,000 △51,000

長期借入金の返済による支出 △78,331 △68,272

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

配当金の支払額 △4 －

新株予約権の発行による収入 △2,857 △189

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,720 54,144

その他 － △7,888

財務活動によるキャッシュ・フロー △325,473 △88,207

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,370 △126,849

現金及び現金同等物の期首残高 68,424 445,641

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 8,763

現金及び現金同等物の四半期末残高 53,053 327,555
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該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 

事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,797,994 99,364 31,574 2,928,934 ― 2,928,934

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,797,994 99,364 31,917 2,929,277 (342) 2,928,934

営業利益又は 
営業損失（△）

130,576 △28,493 8,149 110,232 (30,302) 79,930

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 

事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,609,834 137,948 26,582 2,774,365 ― 2,774,365

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,609,834 137,948 26,924 2,774,707 (342) 2,774,365

営業利益 138,808 24,908 5,102 168,819 (38,325) 130,494
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２．所在地別別セグメント情報 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日）及び当第１四半期連結

累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

３．海外売上高 

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日）及び当第１四半期連結

累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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